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＊f自由叢」と「導門技術職」は，回答音数が5G入よ｝｝小さいので参照するにとどめ，分析の蝉象からは外してある．．
図9　医師から家族のことで説明を受けるとき，使ってほしい欝葉
　　　　　　　　　　　36
　続けて，その書葉を使ってほしい理由を，伝達スタイルの面（A枠）と伝達効果の面（B枠）
から尋ねた。
　〔問〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。A，Bの枠からそれぞれ二つ選んでください。
　伝達スタイルの面の結果を図10に，伝達効果の面の結果を図11に示す。
A【伝達スタイル】 蕉確に伝わる　　　やわらかく
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図IO　使ってほしい理由【伝達スタイル】
B【伝達効果】
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図11使ってほしい理由【伝達効果】
　まず，伝達スタイルの面からみていく。支持する人が最も多かった「ホスピス」《外来語》を
使ってほしい理由では，「やわらかく伝わるから」（68．1％）が7割弱を占めている。「分かりや
すいからjをあげる人は25～29歳（22．9％）でやや多い。
　「末期患者医療施設」《書い換え》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（48．4％）が
5割弱で最も多い。「終來医療施設」《言い換え》を使ってほしい理曲では，「やわらかく伝わる
から」（42。0％）が4割強で最も多く，「分かりやすいから」（31．1％）と「正確に伝わるから」
（26．2％）がともに3割前後である。
　次に，伝達効果の面からみていく。支持する人が最も多かった「ホスピス」《外来語》を使っ
てほしい理由では，「不安や心配が軽くなるから」（38．　8％）が4割弱で最も多く，次いで，「気
持ちの整理ができるから」（25、5％）の3割弱である。「不安や心配が軽くなるから3をあげる人
は50～54歳（43．3％）で多く，「気持ちの整理ができるから」をあげる人は55～59歳（31．7％）
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と60～64歳（30．2％）でやや多い。
　昧期患者医療施設」《言い換え》を使ってほしい鼻曲では，「気持ちの整理ができるから」
（35．3％）が4割弱で最も多く，次いで，「不安や心配が軽くなるから」（28．3％）の3割弱であ
る。「終末医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由では，「気持ちの整理ができるから」
（40．8％）が4割で最も多く，次いで，「不安や心配が軽くなるから」（24．0％）の2割強である。
5．3．世論調査の分析結果のまとめ
　以上の世論調査の分析結果は，次のようにまとめられる。
　ターミナルケア（終末医療）については，「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」という露骨
さをやわらげた平易な表現を使ってほしい，と望む人が圧倒的に多い。その表現を使ってほしい
理由は，伝達スタイルの面では「やわらかく伝わるから」と「分かりやすいから」がともに4割
前後である。伝達効果の颪では，「不安や心配が軽くなるから」が最も多く，次いで，「医者を信
頼する気持ちになるから」である。
　ホスピス（緩和ケァ病棟）については，「ホスピス」という親しい概念の医療施設を表す外来
語を使ってほしい，と望む人が最も多い。その表現を使ってほしい理由は，伝達スタイルの面で
は「やわらかく伝わるから」が圧倒的に多い。伝達効果の面では「不安や心配が軽くなるから」
が最も多く，次いで，「気持ちの整理ができるから」である。
　国民は，癌末期の対処などよくない知らせを伝えられるとき，露骨さをやわらげた平易な表現
や，これまでなかった新しい医療の概念を表現する外来語を使ってほしい，と望んでいる。医師
の伝達スタイルには「やわらかく伝わる」ことや「分かりやすい」ことを期待し，伝達効果には
「不安や心配が軽くなる」ことや，「医者を信頼する気持ちになる」ことを期待している。
5．4．よくない知らせを伝えるコミュxケーションの工夫
　医師グループを対象とするフォーカス・グループ・インタビュー調査で，世論調査の分析結果
を提示しながら，癌末期の対処などよくない知らせを患者・家族に伝えるコミュニケーションの
工夫について尋ねた。回答は，末期癌患者のためのホスピスを持っている熊本赤十字病院の若手
医師グループと，地域医療に携わる内科専門医会熊本支部会の中堅医師グループから得た。
　医師グループが日頃の診療や研究，ホスピスでの臨床研修を踏まえて述べた画答を分析した結
果，コミュニケーションの工夫に関して，次のような知見が得られた。
　末期癌患者・家族にとっては，医学・医療用語の意味を正確に理解すること以上に，医師との
コミュニケーションによって，今後の見通しが立てられ，対処行動ができることが重要である。
特に，癌末期の緩和ケアにおいては，医学・医療用語の意味を正確に理解することが必ずしも対
処行動に結びつかず，患者によっては絶望感を強めることになりかねない。患者・家族が置かれ
ている個別の状況に配慮したコミュニケーションの工夫が求められる。
　伝達スタイルおよび伝達効果に配慮した工夫は，患者・家族が自ら対処する力を導き出し，現
実的な対処行動を後押しする。このようなコミュニケーションの工夫は，医師と患者・家族の間
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でラポール（共感を伴う信頼関係）を築くことにも大きく貢献する。ラポールが築かれていれ
ば，伝達効果との相乗作用によって，患者・家族は自らの置かれた状況に基づいて最適の対処行
動に踏み出すことができる。
　癌患者の診療を担当している若手医師のひとりは，ラポールを築くコミュニケーション方略と
して，方言を使う患者・家族には同じ方言を使って，お互いの心理的距離を縮めて話すと述べて
いる。ちなみに，その医師が具体的に再現した医療面接の談話は，方醤敬語がふんだんに使われ
ていて，親近感・共感と同時に敬意も十分に伝わってくるものであった。
6．今後の課題
　医療コミュニケーションにおいて，医師が患者・家族とラポールを築き，協力して対処行動が
行えるようにするためには，今後さらに，次のようなことが必要である。
　1．受け手に配慮した情報の伝え方，医学・医療用語の使い方の検討が必要である。その成果
　　として，例えば「患者・家族に分かりやすく説明し納得を得る医学・医療用語集」の類を医
　　療現場に提供することができれば，必要な医療情報を分かりやすく的確に伝えるのに役立
　　ち，医学・医療用語の説明・書い換えの工夫や改善に大きく貢献することになるだろう。
　2．敬語や方言の効果的な使い方などポライトネス・ストラテジーについても検討する必要が
　　ある。さらに，情報の伝わり方や，伝える言葉によって聞き乎にもたらされる心理的効果を
　　検討するにあたって鍵概念とした伝達スタイルと伝達効果も，ポライトネス・ストラテジー
　　との関連を解明する必要がある。これらの成果として，例えば「医療コミュニケーション・
　　ケーーススタディー集」の類を医療現場に提供することができれば，患者・家族とラポール
　　（共感を伴う信頼関係）を築くのにヒントとして役立ち，敬語や方雷の効果的な使い方やポ
　　ライトネス・ストラテジー，解釈モデルを活用するコミュニケーション方略，それらのスキ
　　ル・アップの方法などの簿見が，広く医師の闘に共有されることになるであろう。
　3．以上の課題を達成するためには，言語学と医学・医学教育の学際的な連携を一層緊密にし
　　ていく必要がある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　For　optimum　medical　commuRication
YOSHIOKA　Yasuo　AIZAWA　Masao　ASAHI　Yoshiyttki
　　　　　　　　　The　National　lnstitute　for　Japanese　Language
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywo罫ds
atritude　survey，　technical　terminology，　medical　consultation，
　　　　　　communication　style，　communication　effects
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　Expiering　for　the　optimum　medical　communication，　we　conducted　surveys　to　identify　current
language　problems　in　medical　and　health　care　terminology，　and　to　point　out　further　issttes．　’IThe
results　of　the　study　are　as　follows：
　　　　（1）Many　people　expect　their　doctors　to　give　them　explanations　in　language　that　is　easy　te
understand，　and　not　overburdened　with　difficult　technical　terms．　Yet　there　is　a　continual
proliferation　of　new　and　confusing　medical　terins，　including　Chinese　character－based　words，
loanwords　and　acronyms，　that　people　need　doctors　either　to　paraphrase　er　to　explain．　Likewise，
doctors　recognize　tihe　necessity　to　impreve　their　communication　skills　to　obtain　better
understanding　frorn　patients　and　their　families．　Efforts　must　be　made　to　imd　a　better　way　of
paraphrasing　and　explaining　difficult　terminologies，　starting　with　those　terms　which　are　iR　frequent
use　dttring　medical　consultations．
　　　　（2）People　prefer　their　doctors　to　use　loanwords　that　convey　newly　introduced　concepts，　or
expressions　which　soften　the　explicitaess　of　the　message，　especially　when　they　are　given　negative
information　such　as　the　treatments　in　terminal　cancer．　This　will　help　them　to　overcome　their　fear
and　worry，　and　to　trust　their　doctors．　For　their　part，　doctors　want　to　share　rnedical　information　with
their　patients　and　their　families，　to　establish　rapport，　and　to　carry　ottt　their　medical　treatments
properly．　ln　order　to　achieve　better　treatments，　it　is　important　te　discuss　effective　communication
strategies　and　to　propose　them　to　docters．　Cooperation　between　medicine　and　linguistics　is
esse簸行a1致）r　this　urge撹task．
41
